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１ 単元名  かげと太陽（第３学年） 

２ 指導のねらい 

観察の結果から、太陽が動くことによって影の向きや長さが変化すること、また、太陽は東か

ら南を通って西へ動くことを理解させる。 

３ 実践の内容 

第３学年「かげと太陽」〔全６時間〕 （本時５／６時） 

第１次（２時間） 

影は、太陽の向きとは反対の向きに見え、影は太陽の光（日光）を物が遮るとできることを理

解する。 

第２次（４時間） 

【学習活動】 

１木や遊具の影を

なぞって向きや長

さが変わっている

ことを確かめる。 

（１）本時の学習の流れ 

 

 

 

 

①  前時までの活動を振り返り、観察の方法や目的を意識する。 

②  前時の予想を基に観察を行い、記録する。【分析】 

③  観察結果をもとに、気付いたことを話し合う。【分析】 

④  ノートにまとめる。 

 

 

 

 

２気付いたこと、

不思議に思ったこ

とを発表し合い、

影の位置が変化す

る理由の予想と影

と太陽の観察方法

を考える。 

 

（２）授業の実際 

   問 題   

 

    

 

 考 察  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３影と太陽の観察

を行い、その結果

から分かったこと

をまとめる。 

４ライトを使っ

て、太陽の動きを

モデル化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽は東から西に動いているね。影は太陽と

は反対に西から東へと動いているよ。時間に

よって影の長さが変わっているね。 

この結果から分かることはなんでしょうか。 

かげの向きや位置がかわるのはなぜだろうか。 

観察の結果、午前１０時には東に、正午には南

に、午後２時には西に太陽があったよ。影はそ

れぞれ西、北、東にあったよ。 

分析 観察結果を基に、分かったことを分析する 
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４ 成果と課題 

本実践により、ＩＣＴを活用することによって実際の動きを見ることができ、太陽と影の動きの

理解へとつながった。紙ベースの教材に記録だけしていく形で学習を進めた場合、児童はどうして

も時計回りや左から右へというような平面的な見方になってしまうが、テレビを使って実際に動い

ているものを見せることにより、立体的に捉えることができた。ただし、人や学校によってそれぞ

れ機材の種類に限りがあるため、どの場面でどんな活用ができるかを想定して活用する必要がある。 

（反町 清隆） 

① 「くらべること」を明確に示し、時間ごとの

影と太陽の動きに着目させる。 

② 結果と分かったことを混同しないよう、「結

果→このことから→観察の答え」という流れ

で分かったことをまとめる。 

③ 気付いたことをグループで話し合い、一人一

人の気づきをグループで共有させる。 

④ １回ごとの観察で影と太陽の動きを押さえ

られない児童のために、定点カメラの早送り

（もしくは撮影間隔の短い写真など）を見せ

ることによって、実際に影や太陽が動いてい

る様子を実感させる。 

指導のポイント 

 

児童のノートより 

実際の映像を示したことで、影の長さを太陽

の高度と関連付けて考えられている。 

 

実際の映像を示してから実験すること

で、実感を伴った理解につなげる。 

児童は中心に

支柱を立てた

もので観察を

する。 

６０分間隔で撮った写真を見せるこ

とで、影の動きを実感させる。 


